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令和５年６月秦野市議会第２回定例月会議が、６月６日～６月 2３日の日程で開

催され、令和５年度補正予算案を含む市長提出議案７件、報告１２件、人事案件

１件、陳情５件を審議・議決しました。主な内容は以下の通りです。 

１． 令和５年度一般会計補正予算 
令和５年度一般会計補正予算として国の補助金な

ども活用し、電気代を含む物価高騰による低所得者

世帯への支援(1 世帯 3 万円支給)や小中学校給食、障

害福祉施設、高齢介護施設、公立こども園、民間保育

所への食材費支援など総額 7 億 442 万 2 千円が計上

され、さらに公立・民間のこども園・保育園に対し、

オムツ用のゴミ箱設置の補助、新型コロナウイルス

ワクチン接種事業費(通称：秋接種)、総額 4 億 1,188

万 4 千円が提案され、それぞれ賛成全員で可決しま

した。 

特に厚生労働省が、各施設で処理をすることを推

奨したことによるオムツ用のゴミ箱設置への支援に

ついては、子育て支援の観点からも当然のことと捉

え賛成しました。 
U＜補正予算の主な項目と予算額＞ 

事業名 予算額 

低所得世帯支援給付金給付事業 5億 5,738万円 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 3億 9,715万円 

小学校給食調理経費(食材高騰策) 4,108万円 

中学校給食調理経費(食材高騰策) 2,607万円 

民間保育所等支援事業 1,090万円 

公立認定こども園施設維持管理費 257万円 

生活保護事務費 126万円 
 

２.消防団ポンプ車２台を更新 
消防団に配備されてい

る小型動力ポンプ積載車

の老朽化に伴い、更新の

ため新規車両 2台(第 2分

団第 6 部、第 4 分団第 3

部)を購入する提案がなされ、賛成全員で可決しまし

た。なお、落札した事業者等は下記となります。 
＜ポンプ付救助工作車の詳細＞ 

金  額 28,468,000 円(税込) 

契約相手 米山商事株式会社 

納入期限 令和 6 年 3 月 15 日 

車両概要 寸 法：全長 4.9m/全幅 1.7m/全高 2.405m 

排 気 量：1,998 ㏄ 

燃  料:ガソリン 

変速装置：オートマチック 

乗車定員：6 名 

駆動方式：二輪駆動 

主な装備：エンジンカッター、チェーンソ

ー、投光器一式 
 

３.スマホでのコンビニ証明書の交付へ前進 
国は、令和５年度中に個人番号カード(マイナンバ

ーカード)に加え、スマートフォンに搭載された利用

者証明用電子証明書を使用して、コンビニエンススト

ア等に設置されている端末機から印鑑登録証明書を

取得できるようにするため、印鑑条例の一部を改正す

ることが提案され、賛成多数で可決しました。 

なお、現状スマートフォンの対応OSはAndroid版の

みで、iOSの対応は未定です。私は、国内の半数を占

めるiOSの対応

が未定である

という周知を

お願いすると

共に、個人番号

カードの誤登

録に気をつけ

ながらの利便

性向上を願い

賛成しました。 

４.市税条例の一部改正 

(1)電動キックボード等 

現行の原動機付自転車から区分して新たに定義さ

れた特定小型原動機付自転車(電動キックボード)に

係る軽自動車税の種別割の税率を決定しました。 
対象車両 

（税率） 
定義 

一定の要件を

満たす電動キ

ックボード等 

（2,000円） 

原動機付自転車のうち、電動機の定格出

力が 0.6kW以下であって、長さ 1.9m、

幅 0.6m以下かつ最高速度 20km/h以下の

ものを特定小型原動機付自転車として、

それ以外の原動機付自転車を一般原動機

付自転車とする。 

(2) 軽自動車税のグリーン化特例の適用見直し 

軽自動車税において排ガス性能及び燃費性能の優

れた環境負荷が小さい車両（令和元年度から令和 3年

度中に新規に車両番号を登録したものに限る）の税

率を軽減するグリーン化特例を削除するものです。 
税率(円)  

車種区分 
標準 

税率 

軽減率 

75％ 

軽減率 

50％ 

軽減率 

25％ 

三輪車 3,900 1,000 2,000 3,000 

区

分 

乗

用 

営業用 6,900 1,800 3,500 5,200 

自家用 10,800 2,700  

貨

物 

営業用 3,800 1,000 

自家用 5,000 1,300 
 

☆☆☆ 市政相談は「やひろ伸二後援会」事務所まで ☆☆☆ 

議会だより 

 

 

連絡先： 

〒259－1392 秦野市堀山下１番地 

℡．0463－88－2777（後援会事務所） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.shinjiyahiro.com 

 

 

 



（２）２０２３年６月                                   第５０号 

令和５年６月第２回定例月会議 一般質問内容 やひろ伸二 
 

新型コロナウイルス感染症が蔓延した約三年半で、地域コミュニティの希薄化が進

んだように感じ、これまで取組んでいる『いちのいち』によるＤＸ施策の状況を確認

するため「自治会ＤＸの進捗」について質問しました。 

また、ＮＨＫ大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』で話題となった、本市にある鎌倉時代

の名所・旧跡のＰＲ「観光振興」についての状況を質問しました。 

主要な内容は下記の通りです。 
 

 
(1) 自治会の加入状況は？ 

(2) 令和 2 年 12 月～令和 3 年 1 月に実施した自治会

未加入者へのアンケート結果と分析は？ 

(3) 「いちのいち」メリットとデメリットは？ 

(4) 自治会役員が高齢化している中、「いちのいち」を

より一層活用してもらうためにも、操作を忘れた

場合でも確認ができるようにメリットや使い方

等、操作方法を動画にしては？ 

 
(1) 本市の自治会加入率の令和 5 年度は、まだ報告さ

れていない自治会がある。その自治会には昨年度

の加入世帯

数を入れて

算出すると

56.98％とな

り、年々減少

傾向にある。

なお、「いち

のいち」の普

及 は 現 在

240 自治会中 148 自治会が活用している。 

(2) アンケート結果では、自治会に加入しない主な理

由として「役員をやりたくない」が最も多く、そ

の背景には「役員の負担が大きい」、次に多い「加

入するメリットを感じない」の背景には、「自治会

の活動に関心がない」といった状況があると分析

している。 

(3) これまでに高齢者の方々を中心にメリットや使

い方が分からず利用しづらいといった声もある

ため、動画を作成することでメリットや使い方、

操作方法を視覚的に分かりやすく説明できると

考えており、前向きに検討する。 

 
座間市のように「自治会員優待制度」を設けること

や、福岡市の携帯防災アプリでは近くの仲間でコミ

ュニティをつくり登録できることを参考にして頂き

たい。また、「いちのいち」で安否確認機能を割引し、

中小企業を自治会として登録できるように小田急電

鉄と相談して欲しい。 

 
(1) 本市でも「鎌

倉殿の 13 人

の御家人たち

『秦野ゆかり

の地めぐり』

のパンフレッ

トを作成し、

市内にある 8

か所のＰＲを行ったが、その反響は？ 

(2) はだの歴史博物館との連携は？ 

(3) プレミア感を出すため時代背景や文献、通常公開

をされていない仏像などを動画として案内版で

公開しては？ 

 
(1) ガイドマップ作成後、観光案内所への問い合わ

せが増加し、当初 6,000 部作成し、さらに 2,000

部の増刷が必要となるなど反響は大きかった。 

(2) 案内看板を設置する過程で校正などへの協力や

企画展「鎌倉時代の秦野」で当時の秦野の様子

や大河ドラマの登場人物と秦野の関わりを解説

したほか、「東田原中丸遺跡」の考古資料、金剛

寺所有の「源実朝座像」、市指定重要文化財の「金

剛寺木造阿弥陀三尊立像」などを紹介しました。

また、今年度も歴史遺産や文化財を巡る街歩き

「ミュージアム青空レクチャー」で、鎌倉時代

とゆかりの深い東地区での実施を予定し併せて

東地区出身のはだのふるさと大使 合田雅史(俳

優) 氏を招いてトークショーも予定している。 

(3) 観光動画は魅力を効果的に伝えることのできる

有効なツールと考えている。今回のゆかりの地

めぐりとは別の事業として、今年度 YouTube を

活用した観光動画を作成する予定である。 

 
 8か所の案内版には音声ガイドがQRコードで聞

くことができるが、加えて頼朝座像などの様子も現

地で動画として見ることができれば、ストーリー的

にも理解でき、歴史好きには好評となるのではない

か。また、リスキリングとして市職員が動画編集を

学ぶことも合わせて検討して欲しい。 

☆☆☆ 市政相談は「やひろ伸二後援会」事務所まで ☆☆☆ 

◆◇ 意見・要望 ◇◆ 

回 答 

質 問 

◆◇ 意見・要望 ◇◆ 

回 答 

質 問 

１．自治会ＤＸの進捗 

・普及状況等について 

 

２．観光振興 

・名所のストーリーテリング(物語化)について 

 
 

 


